
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
、
そ
の
経
典
が
数
多
く
訳
出
さ
れ
て
色
々
な
思
索
と
解
釈
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
晴
唐
時
代
に
は
様
々
な

仏
教
思
想
の
体
系
が
成
立
し
た
。
そ
れ
は
中
国
に
お
け
る
仏
教
の
独
自
思
想
を
形
成
し
た
の
み
な
ら
ず
、
中
国
思
想
史
上
に
お
い
て
も
偉

観
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
仏
教
者
の
深
い
思
索
は
イ
ン
ド
或
い
は
西
域
直
伝
の
原
典
で
は
な
く
漢
訳
さ
れ
た
経
典
に
拠
っ

て
行
わ
れ
た
。
し
か
も
漢
訳
さ
れ
た
経
典
を
解
釈
す
る
の
は
中
国
的
な
教
養
を
有
す
る
僧
た
ち
で
あ
る
か
ら
漢
訳
経
典
の
取
り
扱
い
や
解

釈
法
あ
る
い
は
思
索
の
仕
方
が
中
国
的
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
経
典
解
釈
に
お
い
て
も
自
ず
か
ら
イ
ン
ド
仏
教
と
は
異
な
る
中

中
国
仏
教
の
経
典
解

Ｉ
智
顎
・
善
導
・
法
蔵
の
場
合
Ｉ

は
じ
め
に
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章
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中
国
仏
教
と
は
言
っ
て
も
二
千
年
に
亘
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
特
徴
を
呈
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。
こ
こ
で
中

国
仏
教
の
時
代
区
分
に
言
及
す
る
暇
は
な
い
が
、
東
晋
か
ら
南
北
朝
の
期
間
は
い
わ
ゆ
る
研
究
時
代
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
伝
訳
さ
れ
た
経

論
に
遵
っ
て
中
国
の
人
々
が
「
イ
ン
ド
仏
教
」
を
真
蟄
に
研
究
し
た
時
代
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
論
師
が
著
し
た
『
中
論
」
な
ど
の
三
論
や
、

或
い
は
「
十
地
経
論
」
『
摂
大
乗
論
」
な
ど
の
解
読
を
通
し
て
イ
ン
ド
で
発
展
し
た
仏
教
学
を
学
習
す
る
こ
と
に
努
め
た
結
果
、
三
論

宗
・
地
論
宗
・
摂
論
宗
な
ど
と
坪
ば
れ
る
諸
々
の
学
派
が
成
立
し
た
。
か
く
し
て
論
書
を
中
心
と
し
て
「
イ
ン
ド
仏
教
」
を
学
び
取
り
、

①

漸
く
中
国
に
仏
教
学
が
定
着
す
る
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
陪
唐
時
代
に
は
「
中
岡
仏
教
」
と
し
て
独
自
の
宗
派
が
成
立
し
た
。

階
唐
時
代
の
祖
師
た
ち
は
前
時
代
の
論
害
に
依
る
「
論
宗
」
か
ら
脱
皮
し
て
経
典
を
拠
り
所
と
す
る
「
経
宗
」
を
成
立
さ
せ
る
。
そ
こ

に
は
独
自
の
経
典
解
釈
法
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
中
国
仏
教
に
盛
大
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
漢
人
僧
の
中
で
、
特
に

重
要
な
地
位
を
占
め
る
天
台
宗
の
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
）
、
浄
土
教
の
善
導
（
六
一
三
’
六
八
一
）
、
華
厳
宗
の
法
蔵
（
六
四
三
’
七
一
二
）

の
経
典
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
、
イ
ン
ド
仏
教
と
は
異
な
る
中
国
仏
教
の
特
色
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
仏
教
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
万
人
を
し
て
斉
し
く
正
覚
に
至
ら
し
め
る
た
め
の
教
で
あ
る
。
教
主
仏
陀
は
全
て
の

衆
生
に
分
け
隔
て
な
く
救
い
の
手
を
差
し
延
べ
、
大
慈
悲
心
は
一
切
の
衆
生
に
平
等
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
。
だ
が
凡
夫
は
迷
妄
の
真
っ
直

中
に
在
り
、
正
覚
の
理
想
に
ほ
ど
遠
い
。
法
の
上
か
ら
は
差
別
の
見
を
捨
離
す
る
が
、
機
の
上
の
差
異
を
離
れ
て
単
に
平
等
を
主
張
す
れ

ば
悪
平
等
と
な
る
。
仏
教
者
の
経
典
解
釈
に
は
、
普
遍
の
「
法
」
と
特
殊
の
「
機
」
に
つ
い
て
深
い
思
索
が
要
求
さ
れ
る
。

仏
教
は
古
今
一
貫
し
て
縁
起
・
無
自
性
を
説
き
、
一
切
平
等
を
説
い
て
い
る
。
大
乗
の
「
般
若
経
」
は
「
名
相
分
別
は
自
性
寂
静
・
不

生
不
滅
な
り
と
等
観
す
る
が
故
に
平
等
と
名
づ
く
」
と
説
き
、
「
華
厳
経
』
に
．
切
法
は
無
相
の
故
に
平
等
な
り
。
無
体
の
故
に
平
等

な
り
。
無
生
の
故
に
平
等
な
り
」
と
解
き
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
法
華
経
」
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
が
一
仏
乗
に
帰
す
る
と

い
う
開
会
思
想
を
、
『
浬
藥
経
』
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
平
等
思
想
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
の
所
説
が
大
乗
仏
教
の
人

国
独
自
の
方
法
が
存
す
る
。

２



間
観
の
基
調
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
仏
教
は
凡
聖
の
区
別
を
明
確
に
す
る
階
位
説
を
立
て
る
。
浄
土
経
典
で
は
救
済
の
対
象
を

②

無
限
に
拡
大
し
な
が
ら
も
「
五
つ
の
悪
逆
（
五
逆
）
を
為
す
者
と
正
法
を
誇
る
者
を
救
済
の
対
象
か
ら
除
く
」
と
説
い
て
い
る
。
大
乗
の

論
耆
で
も
、
例
え
ば
『
玲
伽
師
地
論
」
等
で
衆
生
の
宗
教
的
素
質
（
種
姓
）
は
本
来
的
に
差
別
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
教
説
は

『
法
華
経
』
の
開
会
思
想
や
『
浬
藥
経
』
の
仏
性
思
想
と
抵
触
す
る
。
そ
の
た
め
仏
教
徒
と
し
て
は
看
過
で
き
ぬ
教
理
上
の
重
大
問
題
に

な
る
が
、
イ
ン
ド
仏
教
で
は
未
だ
十
分
に
は
論
じ
尽
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
中
国
仏
教
を
代
表
す
る
前
述
の
三
師
を
選
び
、
種
別
や
差

別
を
意
味
す
る
「
十
界
」
「
九
品
」
「
五
性
」
と
い
う
よ
う
な
経
典
の
所
説
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
智
顎
の
十
界
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
凡
聖
迷
悟
の
一
切
の
境
界
を
価
値
的
に
地
獄
界
・
餓
鬼
界
・
畜
生
界
・
修
羅
界
・

人
間
界
・
天
上
界
・
声
聞
界
・
縁
覚
界
・
菩
薩
界
・
仏
界
に
類
別
し
た
の
が
十
界
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
地
獄
界
か
ら
天
上
界
ま
で
は
迷
妄

の
凡
夫
の
世
界
、
後
の
四
界
は
聖
者
の
境
界
で
あ
る
か
ら
「
六
凡
四
聖
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
大
乗
興
起
以
前
か
ら
六
道
の
思
想
に
、

声
聞
か
ら
仏
ま
で
の
四
界
が
加
わ
っ
て
十
界
各
別
の
思
想
が
成
立
し
た
。
古
来
よ
り
十
界
の
典
拠
と
し
て
『
華
厳
経
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
確
か
に
「
華
厳
経
」
「
十
地
品
」
の
法
雲
地
を
明
か
す
箇
所
に
、
菩
薩
が
大
蓮
華
座
に
坐
し
て
足
下
乃
至
頂
上
か
ら
光
明
を
放
ち
、

地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
人
・
諸
天
・
阿
修
羅
・
声
聞
・
辞
支
仏
・
菩
薩
・
諸
仏
を
照
ら
す
と
い
う
教
説
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
「
大
智

度
論
』
巻
二
十
七
に
は
、
道
彗
・
道
種
慧
を
解
釈
す
る
箇
所
に
「
四
種
の
道
あ
り
。
声
聞
道
、
畔
支
仏
道
、
菩
薩
道
、
仏
道
な
り
」
と
い

い
、
ま
た
「
六
種
の
道
あ
り
。
地
獄
道
、
畜
生
（
道
）
、
餓
鬼
（
道
）
、
人
（
道
）
、
天
（
道
）
、
阿
修
羅
道
な
り
」
と
釈
し
て
い
る
。
こ
れ

を
合
わ
せ
る
と
十
界
に
な
る
。
更
に
「
法
華
経
」
「
法
師
功
徳
品
」
に
「
下
阿
鼻
地
獄
よ
り
上
有
頂
に
至
る
」
音
声
と
し
て
人
声
・
天

③

声
・
阿
修
羅
声
・
地
獄
声
・
畜
生
声
・
餓
鬼
声
・
声
聞
声
・
辞
支
仏
声
・
菩
薩
声
・
仏
声
の
十
界
の
声
を
列
挙
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
乗
の
経
論
が
説
く
迷
悟
の
世
界
を
合
わ
せ
れ
ば
十
界
と
な
る
が
、
そ
れ
を
総
称
し
て
「
十
界
」
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で

第
一
章
智
顎
の
十
界
互
具
説

３



法
界
に
空
・
仮
・
中
の
三
面
が
あ
り
、
空
観
に
立
て
ば
、
法
界
は
無
相
、
無
差
別
、
平
等
と
な
る
。
仮
観
に
立
て
ば
、
法
界
は
十
界
の
分

斉
を
有
し
て
凡
聖
の
差
別
相
を
示
し
、
中
観
に
立
て
ば
、
差
別
即
平
等
と
な
る
。
十
界
に
は
無
差
別
平
等
の
「
空
」
と
差
別
の
「
仮
」
と

差
別
即
平
等
の
「
中
」
の
三
面
を
有
し
て
い
る
か
ら
十
界
は
個
々
別
々
に
孤
然
の
様
相
を
も
っ
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
一
々
が
互
い

に
他
の
界
を
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
獄
界
に
余
の
九
界
を
具
し
、
餓
鬼
界
も
ま
た
余
の
九
界
を
具
し
、
畜
生
界
乃
至
仏
界
に
も
余

の
九
界
を
本
具
す
る
。
か
く
し
て
十
界
の
一
々
は
み
な
同
格
と
な
り
、
一
々
が
そ
の
ま
ま
絶
対
と
な
る
。
そ
れ
故
に
法
界
な
の
で
あ
る
。

は
な
い
。
こ
れ
を
「
十
界
」
と
名
づ
け
た
の
は
、
実
は
天
台
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
）
で
あ
る
。
智
顎
は
『
法
華
玄
義
」
の
序
王
に
「
法
４

と
は
十
界
十
如
、
権
実
の
法
な
り
」
と
い
い
、
「
法
華
文
句
」
巻
九
に
は
「
謂
く
六
道
四
聖
、
是
を
十
法
と
な
す
。
法
は
無
量
な
り
と
雌

も
数
は
十
を
出
で
ず
」
と
説
い
て
い
る
。
「
十
界
」
と
い
う
名
目
は
智
顎
の
創
説
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
分
類
し
て
「
五
差
」
即
ち

「
五
つ
の
差
別
」
と
な
し
て
い
る
。
『
法
華
玄
義
」
巻
二
上
に
「
束
ね
て
五
差
と
為
す
。
一
に
は
悪
、
二
に
は
善
、
三
に
は
二
乗
、
四
に

④

は
菩
薩
、
五
に
は
仏
な
り
。
判
じ
て
二
法
と
為
す
。
前
の
四
は
是
れ
権
法
、
後
の
一
は
是
れ
実
法
」
と
釈
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
智
瀕
は
こ
の
六
凡
・
山
聖
の
十
界
を
「
五
差
」
「
二
法
」
の
差
別
界
と
な
し
な
が
ら
同
時
に
こ
れ
を
「
法
界
」
と
呼
ん
で

い
る
。
智
顎
は
「
法
華
玄
義
」
巻
二
上
に
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

皆
、
法
界
と
称
す
る
は
、
其
の
意
三
あ
り
。
（
一
に
）
十
数
は
皆
、
法
界
に
依
る
。
法
界
の
外
に
更
に
復
た
法
無
し
。
能
所
合
し
て

称
す
る
が
故
に
十
法
界
と
言
う
な
り
。
二
に
此
の
十
種
の
法
は
、
分
齊
同
じ
か
ら
ず
、
因
果
隔
別
し
、
凡
聖
異
あ
る
が
故
に
之
に
加

え
る
に
界
を
以
て
す
る
な
り
。
三
に
此
の
十
は
皆
、
即
に
し
て
法
界
に
一
切
法
を
攝
す
。
一
切
法
は
地
獄
に
趣
く
、
是
の
趣
を
過
ぎ

ず
。
当
体
即
ち
理
に
し
て
更
に
所
依
な
き
が
故
に
法
界
と
名
づ
く
。
乃
至
仏
法
界
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
若
し
十
数
法
界
に
依
れ
ば
、

能
依
は
所
依
に
従
う
、
即
ち
入
空
の
界
な
り
。
十
の
界
界
隔
つ
る
は
、
即
ち
仮
の
界
な
り
。
十
の
数
は
皆
、
法
界
な
る
は
、
即
ち
中

界
な
り
。
解
し
易
か
ら
令
め
ん
と
欲
し
て
此
の
如
く
分
別
す
。
意
を
得
て
言
を
為
せ
ば
空
仮
中
に
し
て
一
二
三
無
し
。
（
略
）
又
一

Ｇ

法
界
に
九
法
界
を
具
す
。



そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
十
界
の
現
実
は
「
各
々
の
因
、
各
々
の
果
、
相
混
滞
せ
ず
、
故
に
十
法
界
」
と
い
う
差
別
相
を
示
し
、
仏
界
か
ら

地
獄
界
ま
で
の
十
界
を
立
て
る
の
は
経
典
の
所
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
下
迷
悟
に
激
動
す
る
人
間
精
神
を
象
徴
的
に
表

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
図
式
的
に
十
界
が
上
下
に
順
序
正
し
く
連
な
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
な
く
．
法

界
に
（
他
の
）
九
法
界
を
具
し
」
て
い
る
の
で
あ
り
、
仏
界
に
地
獄
界
を
、
地
獄
界
に
仏
界
を
具
し
、
十
界
が
相
互
に
無
尽
に
包
み
攝
め

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
意
味
が
あ
る
。
経
典
の
所
説
に
従
っ
て
図
式
的
な
上
下
差
別
の
十
界
の
在
り
方
を
反
省
す
る
と
き
に

十
界
互
具
の
平
等
思
想
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
十
界
差
別
が
十
界
互
具
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
智
顎
は
『
法
華
玄
義
」

巻
五
下
に
「
凡
夫
の
心
の
一
念
に
即
ち
十
界
を
具
し
、
悉
く
悪
業
の
性
相
あ
り
。
祇
だ
悪
の
性
相
は
即
ち
善
の
性
相
な
り
。
悪
に
由
り
て

善
あ
り
、
悪
を
離
れ
て
善
な
し
。
諸
悪
を
棚
ず
れ
ば
即
ち
善
の
資
成
な
り
。
竹
の
中
に
火
性
あ
れ
ど
も
、
未
だ
即
ち
是
れ
火
事
な
ず
。
故

に
有
れ
ど
も
焼
け
ず
、
縁
に
遇
い
て
事
を
成
ず
れ
ば
即
ち
能
く
物
を
焼
く
が
如
し
。
悪
は
即
ち
善
性
な
れ
ど
も
未
だ
即
ち
是
れ
事
な
ら
ず
。

縁
に
遇
い
て
事
を
成
ず
れ
ば
即
ち
能
く
悪
を
側
ず
。
竹
に
火
あ
り
、
火
が
出
で
て
還
て
竹
を
焼
く
が
如
し
。
悪
の
中
に
善
あ
り
。
善
、
成

ず
れ
ば
還
て
悪
を
破
す
。
故
に
悪
の
性
相
に
即
し
て
是
れ
善
の
性
相
な
り
」
と
述
、
ぺ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
が
成
り
立
っ
て
こ
そ
悪

⑦

の
救
済
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
智
顎
が
「
縁
に
遇
い
事
を
成
ず
」
と
い
い
殊
に
「
遇
縁
」
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
次
に
考
察
す
る
善
導
の

「
九
品
往
生
」
の
解
釈
に
お
い
て
も
「
遇
縁
」
を
強
調
す
る
の
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
智
顎
の
十
界
互
具
説
は
必

然
の
展
開
と
し
て
「
如
来
性
悪
」
説
に
ま
で
進
展
す
る
。
智
顎
は
「
観
音
玄
義
」
巻
上
で
は
「
關
提
は
修
善
を
断
じ
尽
く
し
て
、
但
だ
性
５

ｑ

と
に
な
る
〈

こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
十
界
の
全
体
を
包
み
摂
め
て
い
る
一
大
法
界
が
別
個
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
十
界
の
一
々
が
そ
の
ま
ま
完
全
な
法
界
で
あ
り
一
々
の
中
に
全
体
を
開
顕
す
る
と
い
う
の
が
「
十
界
互
具
」
説
で
あ
る
。
こ
の

十
界
互
具
説
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
「
一
切
の
諸
法
は
、
皆
妙
で
な
い
も
の
は
な
い
。
一
色
一
香
も
中
道
で
な
い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
こ



次
に
善
導
の
『
観
無
量
寿
経
」
所
説
の
「
九
品
」
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
人
間
界
の
衆
生
を
上
中
下
の
三
輩
に
分
け
、
そ
の

各
々
に
上
中
下
の
三
品
を
開
き
、
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
の
「
九
品
」
の
機
類
に
区
別
し
、
そ
の
修
す
る
と
こ
ろ
の
行
業
な
ら
び

に
往
生
の
得
益
に
も
不
同
が
あ
る
と
い
う
の
が
「
九
品
往
生
」
説
で
あ
る
。
『
観
無
量
寿
経
」
に
依
る
に
「
上
品
上
生
」
の
機
類
の
者
は
、

至
誠
心
・
深
心
及
び
廻
向
発
願
心
の
三
種
の
心
を
起
こ
し
、
ま
た
慈
心
に
し
て
殺
さ
ず
、
諸
々
の
戒
行
を
修
し
、
大
乗
方
等
経
典
を
読
調

し
、
六
念
を
修
行
し
、
廻
向
発
願
し
て
彼
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
い
、
功
徳
を
具
す
る
こ
と
－
日
乃
至
七
日
に
し
て
往
生
を
得
る
。
こ
の
人

こ
の
十
界
互
具
の
関
係
は
「
摩
訶
止
観
」
巻
五
上
に
「
此
の
十
法
（
Ⅱ
十
界
）
の
避
迩
浅
深
は
皆
、
心
よ
り
出
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、

地
獄
界
か
ら
仏
界
へ
次
々
に
連
な
る
（
遥
迩
）
十
界
が
、
み
な
「
心
」
よ
り
咄
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
心
の
一
念
は
必
ず
「
い

ま
」
「
こ
こ
」
の
一
界
に
在
っ
て
起
こ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
念
か
ら
他
の
九
界
を
派
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
界
の
在
り
方
を

智
顎
は
諸
法
実
相
と
い
い
、
こ
れ
を
宛
然
と
し
て
現
前
介
爾
の
妄
心
に
お
い
て
諦
観
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
『
摩
訶
止
観
」
巻
一
上
に
、

「
縁
を
法
界
に
繋
け
、
念
を
法
界
に
一
う
す
。
一
色
一
香
も
中
道
に
非
ら
ざ
る
は
な
し
。
已
界
、
及
び
仏
界
、
衆
生
界
も
亦
た
然
り
」
と

⑧

述
べ
て
い
る
。
諸
法
が
即
空
即
仮
即
中
の
在
り
方
を
達
成
す
る
な
ら
ば
、
九
法
界
が
仏
法
界
に
転
化
す
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
智
顎

の
い
う
円
頓
止
観
の
実
修
で
あ
る
。

仏
教
と
し
て
の
共
通
性
が
あ
る
。

善
あ
り
。
仏
は
修
悪
を
断
じ
尽
く
し
て
、
但
だ
性
悪
あ
り
」
と
い
い
、
善
悪
そ
れ
ぞ
れ
に
「
修
」
「
性
」
の
別
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
世
俗
の
六
凡
と
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
や
大
乗
の
菩
薩
と
の
間
に
、
動
か
し
難
い
決
定
的
な
差
異
が
な
く
な
る
。
世
の
中
に

は
絶
対
の
悪
人
も
な
け
れ
ば
、
絶
対
の
善
人
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
修
」
と
「
性
」
と
を
分
け
て
考
え
る
解
釈
法
は
の
ち

に
考
察
す
る
法
蔵
の
分
位
の
五
性
各
別
に
受
け
継
が
れ
る
。
「
遇
縁
」
や
「
性
・
修
」
に
重
き
を
置
く
と
こ
ろ
に
現
実
を
重
視
す
る
中
国

第
二
章
善
導
の
九
品
唯
凡
説

6



は
精
進
勇
猛
な
る
が
故
に
臨
終
に
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
諸
菩
薩
の
来
迎
を
感
じ
、
金
剛
台
に
乗
じ
て
彼
の
国
に
往
生
し
て
即
時
に
無
生
法
忍

を
得
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
上
品
中
品
」
は
、
必
ず
し
も
方
等
経
典
を
受
持
し
読
調
す
る
こ
と
は
な
い
が
善
く
義
趣
を
解
し
て
第
一
義
に

お
い
て
心
驚
動
せ
ず
、
深
く
因
果
を
信
じ
て
大
乗
を
誇
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
功
徳
に
依
っ
て
聖
衆
の
来
迎
を
蒙
り
、
往
生
の
後
に
一
七

日
を
経
て
不
退
転
を
得
、
一
小
劫
を
経
て
無
生
法
忍
を
得
る
。
「
上
品
下
生
」
は
、
因
果
を
信
じ
て
正
法
を
誇
ら
ず
、
た
だ
無
上
道
心
を

発
し
、
往
生
の
後
、
一
日
一
夜
に
し
て
華
開
き
、
三
小
劫
を
経
て
歓
喜
地
に
住
す
る
。
次
に
「
中
品
上
生
」
は
、
五
戒
八
戒
な
ど
を
持
ち
、

衆
悪
を
造
ら
ず
、
往
生
し
て
即
時
に
阿
羅
漢
道
を
得
る
。
「
中
品
中
生
」
は
、
一
日
一
夜
に
八
斎
戒
を
持
ち
、
ま
た
沙
弥
戒
、
具
足
戒
を

持
ち
て
威
儀
の
欠
け
る
こ
と
が
な
く
、
往
生
し
て
須
陀
垣
を
得
、
さ
ら
に
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
成
ず
る
。
「
中
品
下
生
」
は
、
父
母
を

孝
養
し
、
世
の
仁
慈
を
行
じ
、
命
終
の
時
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
及
び
国
土
の
楽
事
を
聞
き
、
往
生
の
後
、
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
と
成
る
。

更
に
「
下
品
上
生
」
は
、
方
等
経
典
を
誹
誇
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
衆
く
の
悪
を
造
り
噺
槐
す
る
こ
と
が
な
く
、
命
終
る
時
に
大
乗
十
二

部
経
の
首
題
の
名
字
を
聞
き
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
し
て
多
劫
の
罪
を
除
き
、
往
生
の
後
、
十
小
劫
を
経
て
初
地
に
入
る
。
「
下
品
中
生
」

は
、
五
戒
八
戒
具
足
戒
を
段
犯
し
、
僧
祇
物
を
楡
み
、
不
浄
説
法
を
し
て
伽
槐
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
命
終
の
時
、
阿
弥
陀
仏
の
十
力
威

徳
を
聞
き
、
罪
減
し
て
往
生
し
、
六
劫
を
経
て
華
開
き
無
上
道
心
を
発
す
。
「
下
品
下
生
」
は
、
五
逆
十
悪
を
造
り
、
諸
の
不
善
を
具
す

る
も
、
命
終
の
時
、
至
心
に
十
念
を
具
足
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
し
、
こ
れ
に
依
っ
て
罪
減
し
て
往
生
を
得
、
十
二
大
劫
を
経
て
華
Ⅲ

⑨

き
、
始
め
て
無
上
菩
提
心
を
発
す
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
九
品
」
説
に
従
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
ん
だ
功
徳
に
因
っ
て
浄
土
往
生
の
仕
方
に
九
種
の
等
級
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
九
品
を

説
く
『
観
経
」
は
、
五
世
紀
初
頭
に
中
国
仏
教
界
に
提
供
さ
れ
た
が
、
折
し
も
禅
観
重
視
の
風
潮
の
中
で
盛
ん
に
講
究
さ
れ
た
。
彗
遠

（
五
三
一
Ｔ
五
九
二
）
や
吉
蔵
（
五
四
九
’
六
二
三
）
な
ど
が
競
っ
て
研
究
し
、
そ
の
注
釈
が
現
存
す
る
。
慧
遠
ら
は
「
九
品
往
生
」
の
教
説

は
、
往
生
を
願
う
者
に
他
の
往
生
の
様
子
を
観
じ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
い
う
自
力
観
法
の
立
場
か
ら
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
を
廃

し
自
ら
「
古
今
措
定
」
と
称
し
て
独
自
の
見
解
を
展
開
し
た
の
が
善
導
で
あ
る
。
彼
は
中
国
浄
土
教
を
大
成
し
、
日
本
の
浄
土
教
に
も
絶
７



者
」
と
Ｔ

あ
ろ
う
か
。

善
導
は

⑩

分
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
。

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
善
導
（
六
一
三
’
六
八
一
）
は
、
晴
代
の
三
大
法
師
と
称
さ
る
慧
遠
（
五
三
一
Ｔ
五
九
二
）
・
智
顎
（
五
三
八
’
五

九
七
）
・
吉
蔵
（
五
四
九
’
六
二
三
）
の
三
師
の
う
ち
、
慧
遠
が
没
し
て
二
十
一
年
、
智
顎
が
没
し
て
十
六
年
後
に
出
生
し
て
お
り
、
彼
等

の
仏
教
学
に
無
関
心
で
あ
る
筈
が
な
い
・
慧
遠
や
智
顎
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
筈
で
あ
る
。

そ
こ
で
慧
遠
の
「
九
品
」
に
関
す
る
見
解
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
慧
遠
は
『
観
経
」
に
「
凡
夫
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る

「
章
提
希
」
の
分
斉
を
、
往
生
の
後
に
「
即
得
無
生
法
忍
」
と
経
典
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
実
に
大
菩
薩
な
り
」
と
判
断
す
る
。
こ
れ
と

同
様
な
観
点
に
立
っ
て
「
九
品
」
を
解
釈
す
る
。
ま
ず
「
上
品
上
生
」
に
つ
い
て
経
典
に
「
聞
已
即
悟
無
生
法
忍
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目

し
、
こ
の
「
上
品
上
生
」
の
人
は
四
地
以
上
七
地
ま
で
の
菩
薩
と
判
定
す
る
。
そ
し
て
「
上
品
中
生
」
は
経
典
に
「
経
一
小
劫
得
無
生

忍
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
は
初
地
よ
り
凹
地
に
至
る
菩
薩
と
判
定
す
る
。
ま
た
「
上
品
下
生
」
は
「
経
三
小
劫
得
百
法
明
門
住
歓

喜
地
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
菩
薩
と
な
し
た
。
こ
の
よ
う
に
上
三
品
は
高
位
の
大
乗
菩
薩
で
あ
る
。
次
に
「
中

品
上
生
」
は
経
に
「
応
時
即
得
阿
羅
漢
道
」
と
あ
る
か
ら
三
果
の
人
と
な
し
、
「
中
品
中
生
」
に
は
「
経
於
七
日
、
（
略
）
聞
法
歓
喜
須
陀

垣
経
半
劫
已
成
阿
羅
漢
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
道
以
前
の
内
凡
と
な
し
、
「
中
品
下
生
」
は
「
経
一
小
劫
成
阿
羅
漢
」
で
あ
る
か
ら
見

道
以
前
の
世
善
の
凡
夫
と
判
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
下
品
三
生
」
は
共
に
大
乗
初
学
の
人
で
あ
る
が
罪
過
の
軽
重
に
従
い
三
種
類
に
区

要
す
る
に
慧
遠
は
「
観
経
」
に
説
か
れ
る
「
九
品
」
を
往
生
後
の
得
果
の
相
違
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
大
乗
の
菩
薩
」
と
「
小
乗
の
聖

」
と
「
世
俗
の
凡
夫
」
と
の
三
類
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
浄
土
教
家
の
善
導
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
で

導
は
『
観
経
疏
」
の
「
玄
義
分
」
で
慧
遠
の
説
を
批
判
し
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

此
の
観
経
の
定
散
及
び
三
輩
上
下
の
文
の
意
を
看
る
に
、
総
じ
て
是
れ
仏
世
を
去
り
た
ま
い
て
後
の
五
濁
の
凡
夫
な
り
。
た
だ
縁
に

遇
う
に
異
な
る
こ
と
有
る
を
以
て
、
九
品
を
し
て
差
別
せ
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
何
と
な
れ
ば
、
上
品
の
三
人
は
是
れ
大
（
乗
）
に

つ



⑪

遇
へ
る
凡
夫
、
中
品
の
三
人
は
是
れ
小
（
乗
）
に
遇
へ
る
凡
夫
、
下
品
の
三
人
は
是
れ
悪
に
遇
へ
る
凡
夫
な
り
。

善
導
は
『
観
経
」
が
説
く
九
品
と
は
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
実
践
方
法
を
説
い
た
も
の
と
解
し
、
上
品
上
生
の
人
は
大
乗
上
善

の
「
凡
夫
」
、
上
品
中
生
の
人
は
大
乗
次
善
の
「
凡
夫
」
、
上
品
下
生
の
人
は
大
乗
下
善
の
「
凡
夫
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
上
品
の
人
々
は

因
縁
深
厚
で
あ
る
か
ら
大
乗
の
教
法
に
遇
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
浄
土
往
生
の
願
生
心
を
発
し
、
負
欲
愼
圭
の
煩
悩
を
断
ず
る
上
行
上
根

の
「
凡
夫
」
で
あ
る
。
中
品
上
生
の
人
は
、
小
乗
の
諸
善
な
ら
び
に
世
上
の
善
根
に
値
遇
し
て
こ
れ
を
回
向
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
中
行

中
根
の
「
凡
夫
」
で
あ
る
。
中
品
中
生
の
人
は
小
乗
下
善
の
「
凡
夫
」
で
あ
り
、
中
品
下
生
は
世
善
上
福
の
「
凡
夫
」
で
あ
る
。
次
に
下

品
上
生
の
人
は
十
悪
な
ど
の
軽
罪
を
造
る
と
こ
ろ
の
「
凡
夫
」
で
あ
り
、
下
品
中
生
の
人
は
破
戒
次
善
の
「
凡
夫
」
、
下
品
下
生
は
五
逆

重
罪
の
悪
を
行
う
「
凡
夫
」
と
な
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
「
散
善
義
」
に
お
い
て
な
お
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
善
導
は
『
観
経
」
所
説
の
「
九
品
」
を
認
め
、
そ
れ
を
「
遇
縁
」
の

違
い
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
し
て
い
る
。
「
性
」
の
上
か
ら
は
全
て
が
「
凡
夫
」
で
あ
る
が
「
修
」
即
ち
「
遇
縁
」
か
ら
す
れ
ば
九
品
の

相
違
を
呈
す
る
も
の
と
解
釈
し
た
。
こ
れ
が
善
導
の
「
九
品
唯
凡
」
説
で
あ
る
。
善
導
は
九
品
は
単
に
「
遇
縁
」
の
違
い
を
示
す
も
の
で

根
本
的
川
仙
的
な
差
別
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
し
、
従
来
の
「
九
凹
型
を
優
劣
の
差
と
す
る
解
釈
を
一
気
に
解
消
し
た
。
こ
の
よ

う
な
解
釈
を
可
能
に
し
た
の
は
、
善
導
が
弥
陀
の
本
願
は
「
定
為
凡
夫
不
為
聖
人
」
と
い
う
信
念
或
い
は
「
証
悟
」
に
基
づ
い
て
『
観

経
」
を
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

世
俗
の
倫
理
あ
る
い
は
行
証
の
関
係
を
重
視
す
る
自
力
聖
道
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
行
の
軽
重
が
そ
の
ま
ま
得
果
に
反
映
す
る
。
慧
遠

は
行
ｌ
証
の
関
係
を
重
視
し
、
証
果
の
相
違
は
行
業
を
為
し
う
る
人
品
の
優
劣
に
従
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。
自
力
の
立
場
か
ら
因
行
を

為
し
得
る
か
否
か
を
決
定
す
る
の
は
人
品
の
差
別
と
な
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
教
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
寧
ろ
行
業
の
適
わ
ぬ
弱
者
こ
そ

が
も
っ
と
も
苦
悩
す
る
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
凡
夫
こ
そ
が
仏
の
慈
悲
の
対
象
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
善
導
は
経
典
に
九
品
が
説
か

れ
る
が
、
弥
陀
の
本
願
か
ら
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
差
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
経
典
の
所
説
を
否
定
で
き
な
い
。
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そ
こ
で
善
導
は
九
品
は
「
遇
縁
」
の
相
違
に
他
な
ら
ず
九
品
の
全
て
は
「
凡
夫
」
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
法
は
、
智
顎

の
一
界
に
他
の
九
界
を
具
す
と
い
う
「
十
界
互
具
」
説
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
智
顎
が
「
遇
縁
成
事
」
と
い
い
「
性
」
と
「
修
」
と
を

区
別
す
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
解
釈
で
あ
る
。

先
に
考
察
し
た
「
九
品
」
は
往
生
を
願
う
人
を
行
業
や
来
迎
の
儀
相
及
び
得
益
の
不
同
に
よ
っ
て
類
別
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と

は
異
な
る
観
点
か
ら
人
間
の
種
性
を
論
ず
る
教
説
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
五
性
各
別
」
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
『
枅
伽
経
」
「
解
深
密
経
』

な
ど
に
説
か
れ
る
が
、
や
が
て
「
仏
地
経
論
」
に
至
っ
て
完
成
す
る
。
そ
れ
は
一
切
衆
生
が
本
来
的
に
具
有
す
る
極
性
に
声
聞
・
縁
覚
・

菩
薩
の
そ
れ
が
あ
り
、
他
に
不
定
性
と
無
性
有
情
と
を
加
え
て
五
種
性
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
性
の
う
ち
の
「
定
性
声
聞
」
と
は
、

修
道
の
結
果
が
決
定
し
て
阿
羅
漢
果
を
証
す
べ
き
人
空
無
漏
智
の
種
子
を
有
す
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
次
の
「
定
性
独
覚
」
と
は
決
定
し

て
独
覚
の
果
を
証
す
べ
き
種
子
を
有
し
、
「
定
性
菩
薩
」
と
は
同
じ
よ
う
に
決
定
し
て
仏
果
に
証
入
す
べ
き
種
子
の
み
を
有
す
る
者
で
あ

る
。
こ
の
定
性
三
乗
と
は
別
に
「
不
定
種
性
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
菩
薩
種
性
と
共
に
声
聞
・
独
覚
の
種
子
も
並
有
し
て
お
り
、
独
覚
や
声

聞
の
証
果
を
経
て
菩
薩
乗
に
転
入
し
て
仏
果
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
乗
不
定
性
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
他
に
無

漏
智
の
種
子
を
欠
如
す
る
「
無
性
有
情
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
永
く
三
乗
の
証
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
五
戒
十
善
の
善
行
に
因
っ
て
人

天
の
善
果
を
得
る
の
み
で
生
死
流
転
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
無
漏
種
子
の
有
無
に
よ
り
前
四
は
「
有
性
」
で
、

後
一
は
「
無
性
」
と
い
う
差
が
あ
る
。
前
三
の
有
性
の
中
で
声
聞
性
、
独
覚
性
の
二
乗
は
灰
身
滅
智
し
て
有
情
の
相
続
を
断
ず
る
か
ら
一

向
趣
寂
で
あ
る
。
そ
こ
で
仏
果
に
至
る
者
は
定
性
菩
薩
と
不
定
性
と
の
二
種
の
み
で
あ
り
、
他
の
三
は
成
仏
不
可
能
の
機
と
い
う
こ
と
に

な
る
。こ
の
よ
う
に
人
性
に
五
性
の
差
別
を
説
く
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
が
通
念
と
す
る
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
平
等
思
想
に
反
す
る
。
そ
こ
で

第
三
章
法
蔵
の
五
性
各
別
説
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華
厳
宗
の
法
蔵
（
六
四
三
’
七
一
二
）
は
こ
の
論
争
に
直
接
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
法
蔵
は
窺
基
（
六
三
二
’
六
八
二
）
よ

り
十
二
歳
の
年
少
で
、
慧
沼
（
六
四
九
’
七
一
四
）
よ
り
七
歳
の
年
長
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼

は
『
華
厳
五
教
章
」
や
「
華
厳
経
探
玄
記
」
の
中
で
五
性
の
問
題
に
言
及
す
る
。
例
え
ば
『
華
厳
五
教
章
」
の
「
種
性
差
別
」
に
お
い
て

小
乗
教
・
大
乗
始
教
・
終
教
・
頓
教
・
円
教
の
五
教
教
義
の
一
々
に
即
し
て
種
性
差
別
の
問
題
を
詳
論
す
る
。
先
ず
小
乗
教
で
は
、
仏
一

人
の
み
に
仏
種
を
認
め
、
他
の
衆
生
に
大
菩
提
の
性
が
あ
る
と
説
く
こ
と
は
な
い
。
次
に
大
乗
始
教
で
は
、
衆
生
に
五
種
の
差
別
を
認
め

て
五
性
各
別
と
説
く
が
、
こ
の
始
教
の
五
性
各
別
説
に
「
法
爾
」
「
暫
時
」
「
分
位
」
の
三
説
の
別
が
あ
る
。
ま
ず
（
一
）
法
爾
の
五
性
各

別
と
は
、
一
切
有
情
に
本
来
的
先
天
的
に
五
性
の
別
が
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
各
人
の
阿
頼
耶
識
中
に
仏
果
を
得
る
無

漏
種
子
を
具
有
す
る
か
否
か
に
よ
り
菩
薩
定
性
、
縁
覚
定
性
、
声
聞
定
性
と
、
そ
れ
が
一
定
し
な
い
不
定
性
と
、
無
漏
種
子
を
具
有
し
な

い
無
性
有
情
と
を
法
爾
と
し
て
認
め
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
（
二
）
暫
時
の
五
性
各
別
説
と
は
、
五
性
の
差
別
が
法
爾
と
し
て
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、
暫
定
的
に
修
行
の
有
無
を
五
性
の
別
と
し
て
仮
説
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
六
度
の
修
行
を
行
ず
る
者
が
菩
薩
性

十
二
因
縁
の
修
行
を
行
ず
る
者
が
縁
覚
性
、
四
諦
を
行
ず
る
者
が
声
聞
性
で
、
全
く
三
乗
の
修
行
を
行
う
こ
と
の
な
い
者
が
無
性
有
情
で

五
性
各
別
説
は
三
乗
差
別
の
仏
教
で
あ
る
と
し
一
乗
仏
教
に
立
つ
人
々
は
批
判
し
た
。
玄
葵
が
『
聡
伽
師
地
論
」
や
『
成
唯
識
論
」
な
ど

を
訳
出
し
た
の
を
契
機
と
し
て
一
乗
対
三
乗
の
論
争
を
惹
起
し
た
。
先
ず
摂
論
宗
の
霊
潤
が
「
十
四
門
義
」
を
著
し
、
神
泰
が
こ
れ
に
反

論
し
、
更
に
義
栄
が
神
泰
の
見
解
を
論
破
す
る
と
い
う
よ
う
に
深
刻
な
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
ま
た
法
宝
が
雪
乗
仏
性
究
寛
論
」
を

著
し
て
五
性
説
に
反
論
し
、
慧
沼
は
法
宝
を
批
判
し
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
」
を
著
し
て
五
性
説
を
擁
護
し
た
。
法
相
宗
の
祖
で
あ
る
窺
基

は
『
法
華
玄
賛
」
第
一
本
、
「
唯
識
論
述
記
」
第
一
本
、
「
唯
識
論
掌
中
枢
要
」
巻
上
本
な
ど
多
数
の
著
作
を
通
し
て
万
法
の
根
本
で
あ
る

阿
頼
耶
識
種
子
の
上
に
性
の
差
別
を
認
め
る
五
性
説
を
徹
底
し
、
三
乗
真
実
一
乗
方
便
を
主
張
し
て
旧
来
の
一
乗
真
実
三
乗
方
便
説
に
対

抗
し
て
い
る
。
こ
の
論
争
は
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
ま
で
も
引
き
継
が
れ
、
天
台
宗
の
最
澄
と
法
相
宗
の
徳
一
の
間
で
も
論
難
が
繰
り

⑫
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あ
る
。
三
乗
の
修
行
の
い
ず
れ
か
を
任
意
に
行
ず
る
者
が
不
定
性
で
あ
る
。
こ
れ
が
暫
時
の
五
性
各
別
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
三
）
分
位

の
五
性
各
別
説
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
種
性
と
は
本
来
的
に
衆
生
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
修
行
の
有
無
の
う
え
か
ら
仮
定
さ
れ
る

も
の
で
も
な
く
、
修
行
に
よ
っ
て
到
達
す
る
不
退
位
に
つ
い
て
五
性
の
区
別
を
立
て
る
の
が
分
位
の
五
性
説
で
あ
る
。
即
ち
、
未
だ
修
行

を
行
わ
ず
凡
夫
の
位
に
あ
る
者
が
無
性
有
情
で
、
多
少
は
修
行
を
す
る
が
未
だ
三
乗
の
不
退
位
に
到
る
こ
と
の
出
来
な
い
者
が
不
定
性
で

あ
る
。
そ
れ
と
は
異
な
り
、
六
度
の
行
を
修
し
て
十
信
堪
忍
位
に
到
る
者
が
菩
薩
性
で
あ
り
、
十
二
因
縁
や
四
諦
の
行
に
因
っ
て
不
退
位

に
到
る
者
を
縁
覚
性
や
声
聞
性
と
な
す
の
が
分
位
の
五
性
各
別
説
で
あ
る
。

大
乗
の
始
教
で
は
、
こ
の
法
爾
・
暫
時
・
分
位
の
五
性
説
が
説
か
れ
る
。
こ
の
三
説
の
う
ち
法
爾
の
五
性
各
別
説
は
法
相
宗
の
主
張
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
暫
時
と
分
位
の
二
説
は
「
種
性
」
を
性
極
性
と
習
種
性
の
二
種
と
な
し
、
「
性
」
と
「
習
」
と
に
分
け
る
考
え
に
基

づ
い
て
法
蔵
が
立
て
た
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
蔵
の
経
典
解
釈
に
お
け
る
勝
れ
た
着
眼
で
あ
る
。
法
蔵
は
始
教
が
説
く
五
性
各
別
に
つ
い

て
深
く
思
索
し
、
整
理
し
三
説
の
別
を
立
て
、
こ
の
三
説
は
結
局
、
衆
生
に
仏
性
を
認
め
る
か
否
か
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
こ
の
問
題
は

終
教
に
至
っ
て
解
答
が
得
ら
れ
る
。
終
教
の
種
性
説
は
悉
有
仏
性
で
あ
る
か
ら
始
教
で
説
か
れ
た
三
説
の
う
ち
無
仏
性
を
認
め
る
「
法

附
」
説
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

法
蔵
は
経
典
の
所
説
に
従
っ
て
五
性
各
別
を
認
め
た
が
「
性
」
と
「
習
」
の
別
に
気
づ
き
「
法
爾
」
の
他
に
「
暫
時
」
や
「
分
位
」
の

説
を
創
説
し
て
提
示
し
た
。
こ
れ
は
誠
に
法
蔵
の
卓
見
で
あ
っ
た
。
法
蔵
は
「
法
附
」
説
を
主
張
す
る
法
相
宗
が
重
視
す
る
「
玲
伽
師
地

論
」
の
中
に
「
種
性
謂
略
有
二
種
。
一
本
性
住
種
性
、
二
習
所
成
種
性
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
「
本
性
住
種
姓
」
と
は
本
有

の
無
漏
種
子
で
あ
り
、
「
習
所
成
種
姓
」
と
は
数
習
し
て
成
ず
る
と
こ
ろ
の
有
漏
の
間
薫
習
の
種
子
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
こ
の
二

種
種
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
玲
伽
師
地
論
』
の
文
面
だ
け
で
は
一
体
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
体
な
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
そ

こ
で
法
蔵
は
梁
訳
『
摂
大
乗
論
」
巻
三
に
「
聞
菫
習
（
Ⅱ
習
所
成
）
と
阿
頼
耶
識
中
の
解
性
（
Ⅱ
本
性
住
）
と
和
合
し
て
一
切
聖
人
の
因

と
な
る
」
（
取
意
）
と
あ
る
の
を
拠
り
所
と
し
て
「
本
性
住
」
と
「
習
所
成
」
と
を
一
体
の
両
義
と
解
釈
し
た
。
両
者
が
一
体
で
あ
れ
ば

可へ
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か
く
し
て
経
論
に
説
か
れ
る
五
性
各
別
は
、
種
性
の
「
性
」
と
「
習
」
と
の
関
係
か
ら
仮
に
立
て
ら
れ
た
所
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
様
に
見
て
く
る
と
「
無
性
有
情
」
と
は
、
未
だ
習
性
の
現
れ
な
い
人
に
つ
い
て
仮
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
決
定
的
な
も
の
で
は

な
く
、
未
だ
習
性
が
現
れ
て
い
な
く
て
も
遂
に
は
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
或
る
人
の
修
行
の
進
捗
の
「
位
」
に
従
っ
て
仮
定
さ
れ
た
の
が

五
性
の
差
別
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
五
性
と
は
一
人
の
時
々
の
修
行
の
位
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一
人
の
人
間
の
上
に
五

性
を
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。
行
を
起
こ
す
以
前
の
凡
夫
の
位
に
あ
る
の
を
「
無
性
有
情
」
と
い
い
、
未
だ
三
乗
の
不
退
位
に
到
達
す
る
こ

と
の
な
い
の
を
「
不
定
性
」
と
い
い
、
川
諦
を
修
し
て
四
善
根
の
忍
位
に
至
れ
ば
「
声
聞
性
」
と
い
い
、
十
二
因
縁
を
修
し
て
不
退
位
に

至
れ
ば
「
縁
覚
性
」
、
そ
し
て
六
度
を
修
し
て
十
信
堪
任
位
に
至
れ
ば
「
菩
薩
性
」
と
解
釈
す
る
。

更
に
法
蔵
は
（
法
相
唯
識
教
学
で
無
性
有
情
の
文
証
と
さ
れ
る
）
『
浬
藥
経
」
を
引
証
し
て
無
信
断
善
根
の
一
閏
提
で
あ
る
と
き
は

「
無
性
」
で
あ
る
が
、
若
し
廻
心
し
て
一
閏
提
で
は
な
く
な
れ
ば
無
性
で
は
な
く
「
有
仏
性
」
と
な
っ
て
遂
に
は
成
仏
す
る
と
主
張
す
る
。

法
相
宗
が
「
無
性
」
の
経
証
と
す
る
『
浬
梁
経
」
を
、
法
爾
と
し
て
の
無
性
有
情
を
否
定
す
る
経
証
と
し
た
。
か
く
し
て
凡
夫
も
「
習
」

あ
れ
ば
必
ず
「
性
」
あ
る
こ
と
に
な
る
。
廻
心
す
れ
ば
断
善
根
の
一
関
提
も
成
仏
が
可
能
と
な
る
。

こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
。
終
教
で
は
真
如
本
覚
に
種
性
を
立
て
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
が
あ
る
の
な
ら
何
故
に
経
論
に
五
性
の
差
別
が

説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
法
蔵
は
解
答
し
て
い
る
。
即
ち
、
教
説
に
は
了
義
と
未
了
義
と
の
区
別
が
あ
る
。
大
乗

の
始
教
は
未
了
義
教
で
あ
り
、
終
教
が
了
義
教
で
あ
る
。
未
了
義
で
あ
る
始
教
に
説
か
れ
る
五
性
各
別
は
未
だ
大
乗
を
理
解
し
な
い
未
熟

の
者
を
誘
引
す
る
た
め
に
過
ぎ
な
い
。

法
蔵
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
、
経
論
に
説
か
れ
る
五
性
を
横
に
五
人
の
上
に
認
め
る
の
で
は
な
く
、
竪
に
一
人
の
上
に
五
性
を
立
て
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
人
の
上
に
五
性
を
認
め
る
こ
と
に
因
っ
て
現
在
は
「
無
性
」
で
も
未
来
に
は
「
有
性
」
に
転
ず
る
こ
と
が
可
能
と

「
本
性
住
」
は
独
存
（⑬

別
説
は
否
定
さ
れ
る
。

は
独
存
の
も
の
で
な
く
な
り

「
聞
薫
習
」
に
拠
っ
て
増
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
「
法
爾
」
と
し
て
五
性
の
各
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な
り
、
何
人
も
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
法
蔵
は
新
訳
の
経
論
に
説
か
れ
る
五
性
を
認
め
な
が
ら
再
び
一
切
皆
成
の
仏
教

を
開
顕
し
た
。
こ
こ
に
華
厳
宗
を
大
成
し
た
法
蔵
の
卓
識
が
あ
る
。
法
蔵
の
識
見
が
「
性
」
と
「
習
」
と
の
関
係
か
ら
導
か
れ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
既
に
智
顎
が
説
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
人
の
上
に
五
性
を
認
め
る
と
い
う
見
解
は
善
導
が
九
品
の
相
違
は
一
凡
夫

の
上
に
現
れ
た
遇
縁
の
差
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
解
釈
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

大
乗
経
典
は
空
思
想
や
一
乗
思
想
な
ど
を
説
い
て
人
間
の
平
等
を
顕
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
十
界
を
説
い
て
凡
夫
と
聖
者
の
世
界
を
差

別
し
、
往
生
浄
土
の
仕
方
に
よ
っ
て
九
品
を
区
別
し
、
更
に
人
間
を
先
天
的
な
無
漏
種
子
の
有
無
に
よ
り
五
性
の
相
違
が
あ
る
と
説
い
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
教
説
は
い
ず
れ
も
人
間
あ
る
い
は
そ
の
世
界
を
価
値
的
に
類
別
し
て
序
列
化
す
る
思
想
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ

も
そ
も
仏
教
は
広
く
様
々
な
機
に
対
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
中
に
は
一
見
矛
盾
の
よ
う
な
説
が
あ
っ
て
も
深
く
そ
の
義
旨

を
究
明
す
れ
ば
自
ず
か
ら
矛
盾
が
解
消
さ
れ
る
。

智
顎
の
十
界
互
具
説
は
．
界
即
具
九
界
」
を
明
ら
か
に
し
、
善
導
の
九
品
唯
凡
説
も
ま
た
遇
縁
に
着
目
し
て
要
は
「
一
凡
夫
即
具
九

品
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
蔵
の
五
性
各
別
説
も
ま
た
修
行
の
進
捗
を
示
す
分
位
で
あ
る
と
解
し
て
．
人
即
具
五
性
」
と
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
智
顎
・
善
導
・
法
蔵
の
経
典
解
釈
の
底
に
一
貫
す
る
の
は
「
即
具
」
の
論
理
で
あ
る
。
こ
の

「
即
具
」
こ
そ
は
中
国
仏
教
に
共
通
す
る
差
別
即
平
等
を
明
ら
か
に
す
る
解
釈
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ

の
様
な
解
釈
法
が
単
に
差
別
や
矛
盾
を
解
消
あ
る
い
は
会
通
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
よ
り
も

宗
教
体
験
に
基
づ
い
て
経
典
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

⑭

智
顎
は
「
法
華
玄
義
」
巻
一
上
で
「
教
と
は
聖
人
下
に
被
ら
し
む
る
の
言
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
智
顎
が
改
め
て
こ
の
様
に
語
る
の

は
、
前
代
並
び
に
当
代
の
学
者
た
ち
が
「
教
」
の
何
た
る
か
を
忘
れ
て
、
た
だ
名
利
に
迷
惑
し
て
講
経
の
巧
妙
を
競
っ
て
い
る
こ
と
に
対

第
四
章
証
悟
に
基
づ
く
経
典
解
釈

1ハ
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先
の
十
界
互
具
な
ど
も
単
に
思
い
付
き
で
な
く
実
は
「
観
心
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
智
韻
が
観
心
釈
と
い
う
よ
う
な
経
典
解
釈
を

用
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
仏
教
界
に
刺
激
と
覚
醒
と
を
喚
起
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ま
一
つ
智
顎
の
発
言
に
耳
を
傾
け
た
い
。
『
摩
訶

止
観
」
巻
十
上
に
実
に
傾
聴
す
べ
き
言
葉
が
あ
る
。

そ
れ
聰
学
の
人
は
、
名
相
を
荊
得
し
て
、
文
に
斉
っ
て
解
を
な
し
、
心
眼
開
け
ず
、
全
く
理
観
な
し
。
文
に
拠
る
は
生
な
り
、
証
な

き
は
死
な
り
。
か
の
習
禅
の
人
は
、
た
だ
理
観
を
尚
ん
で
処
に
触
れ
て
心
融
ず
る
も
、
名
相
に
闇
く
し
て
一
句
を
も
識
ら
ず
。
調
文

⑯

の
者
は
、
株
を
守
り
、
情
通
の
者
は
妙
悟
な
り
と
す
る
も
、
両
家
互
い
に
閾
く
る
と
こ
ろ
あ
り
、
論
評
す
る
に
皆
、
失
す
。

聰
学
の
人
の
解
釈
と
い
う
も
の
は
「
文
に
拠
る
は
生
な
れ
ど
も
、
証
な
き
は
死
な
り
」
と
は
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。
学
者
の
経
典
解
釈
は

智
顎
が
経
典
解
釈
の
方
法
と
し
て
因
縁
・
約
教
・
本
迩
・
観
心
の
四
種
釈
を
用
い
て
い
る
。
同
時
代
の
吉
蔵
が
依
名
・
因
縁
・
顕
道
・

無
方
の
四
種
釈
義
を
採
用
し
た
。
こ
の
観
心
釈
と
か
無
方
釈
と
か
の
釈
義
が
提
唱
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
学
者
の
経
典
研
究
が
あ
ま

り
に
も
文
々
句
々
に
拘
泥
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
で
あ
る
。
今
日
の
一
部
文
献
学
者
か
ら
す
れ
ば
、
観
心
釈
や
無
方
釈
は
い
か
に

も
窓
意
的
な
解
釈
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
経
典
解
釈
者
の
見
解
や
意
図
を
最
も
端
的
に
吐
露
す
る
も
の
で
あ
る
。

経
論
の
文
面
に
の
み
執
ら
わ
れ
た
経
典
解
釈
や
文
献
理
解
に
対
す
る
反
省
や
熟
慮
を
経
た
う
え
で
の
こ
と
で
あ
る
。
智
顎
は
『
摩
訶
止

観
」
巻
七
下
に
、
経
典
を
解
釈
し
仏
法
を
融
通
す
る
た
め
の
十
種
の
心
得
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
に
コ
ー
の
句
偶
は
、
聞
く
が

如
く
に
し
て
修
し
、
心
に
入
っ
て
観
を
成
ず
。
観
と
経
と
合
す
れ
ば
即
ち
印
あ
り
、
心
に
印
し
て
観
を
な
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

⑮

『
法
華
文
句
」
巻
二
上
で
「
観
心
と
は
、
心
を
観
じ
て
理
と
相
似
相
応
す
る
故
に
歓
喜
観
と
名
づ
く
」
と
語
っ
て
い
る
。
真
の
経
典
解
釈

す
る
批
判
で
あ
る
。
智
顎
が
経
典
の
所
説
は
「
下
に
被
ら
し
む
」
と
い
う
の
は
、
聖
人
で
あ
る
教
主
世
尊
が
凡
夫
の
為
に
、
彼
等
を
し
て

聖
人
た
ら
し
め
る
た
め
に
説
か
れ
た
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
経
典
解
釈
の
肝
要
は
「
教
」
の
意
義
に
気

は
歓
喜
を
伴
う
も
の
で
あ
る

づ
ノ
、
こ
し
」
で
坐
の
る
○

1貝
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文
献
に
忠
実
で
あ
る
点
で
は
「
生
」
で
あ
る
が
、
自
ら
の
体
験
に
裏
付
け
が
な
い
と
い
う
点
で
は
「
死
」
で
あ
る
。
世
の
学
者
に
対
す
る

痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。
智
顎
は
こ
れ
に
続
け
て
「
当
に
知
る
べ
し
。
学
に
よ
っ
て
成
ず
る
に
は
あ
ら
ず
。
必
ず
こ
れ
見
が
発
す
な
り
。
こ

の
見
は
或
い
は
禅
に
因
り
て
発
り
、
或
い
は
聞
に
因
り
て
発
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
経
典
解
釈
は
「
学
」
に
よ
る
の
で
な
く
、
実
践
に
基

づ
く
「
見
」
に
因
る
。
智
顎
の
い
う
「
見
」
と
は
、
宗
教
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
見
識
、
あ
る
い
は
本
性
を
見
ぬ
く
知
見
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
経
典
を
解
釈
す
る
場
合
に
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
如
何
に
巧
妙
な
釈
も
、
そ
れ
は
「
死
」
で
あ
る
。

智
顎
は
法
華
三
昧
を
体
得
し
て
諸
法
即
実
相
、
差
別
即
平
等
を
悟
り
、
そ
の
信
念
に
も
と
づ
い
て
経
典
を
解
釈
す
る
。
善
導
も
三
味
を

発
得
し
て
弥
陀
の
本
願
が
凡
夫
の
た
め
に
他
な
ら
な
い
と
の
深
信
を
得
て
「
観
経
」
を
解
釈
す
る
。
法
蔵
も
ま
た
海
印
三
昧
を
覚
悟
し
一

乗
仏
教
に
立
脚
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
中
国
仏
教
は
、
智
顎
や
善
導
の
時
代
に
至
り
、
よ
う
や
く
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
論
帥
た
ち
の
思

索
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
の
大
論
師
た
ち
の
著
作
と
靴
も
一
定
の
限
界
が
あ
る
も
の
と
の
自
覚
が
生
ま
れ
て
き
た
。
智
韻
も
善
導
も

「
仏
語
」
即
ち
経
典
を
重
視
し
て
い
る
の
は
そ
の
所
為
で
あ
る
。
善
導
は
『
観
経
疏
」
の
中
で
「
菩
薩
の
論
」
よ
り
も
「
仏
語
」
に
拠
る

「
仏
語
」
即
ち
経
典
を
壬

べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。

未
審
し
、
今
時
の
一
切
の
行
者
、
知
ら
ず
何
の
意
ぞ
、
凡
小
の
論
に
乃
ち
信
受
を
加
へ
、
諸
仏
の
誠
言
を
返
り
て
将
に
妄
語
せ
む
と

す
る
。
苦
し
き
哉
、
奈
ぞ
劇
し
く
能
く
此
く
の
如
き
不
忍
の
言
を
出
す
。
然
り
と
雛
も
、
仰
ぎ
願
わ
く
ぱ
一
切
の
往
生
せ
む
と
欲
す

る
知
識
等
、
善
く
自
ら
思
量
せ
よ
。
寧
ろ
今
世
の
錯
り
を
傷
り
て
仏
語
を
信
ぜ
よ
。
菩
薩
の
論
を
執
し
て
以
て
指
南
と
為
す
べ
か
ら

⑰

ず
。
若
し
此
の
執
に
依
ら
ば
、
即
ち
是
れ
自
ら
失
し
他
を
俣
ら
む
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
中
国
仏
教
の
独
立
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
仏
教
で
は
差
別
の
事
象
を
「
事
」
と
い
い
、
絶
対
の
平
等
を
「
理
」
と
言
い
換
え
て
両
者
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
を
常
に

お

わ

り

に
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問
題
に
し
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
考
察
し
た
智
顎
ら
の
解
釈
は
一
様
に
個
別
的
な
事
象
の
一
々
が
互
い
に
相
即
し
互
具
し
て
い
る
「
即

具
」
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
事
」
の
中
に
よ
り
絶
対
的
な
意
義
を
見
出
し
、
理
は
事
の
中
に
内
在
す
る
の
と
の
立
場
か

ら
の
解
釈
で
あ
っ
た
。
経
験
界
を
超
え
た
形
而
上
学
的
な
原
理
よ
り
も
現
実
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。

と
に
か
く
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
中
国
の
仏
教
者
の
経
典
解
釈
は
、
絶
対
に
救
わ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
悪
人
は
存
在
し
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
経
論
の
所
説
は
「
優
劣
」
で
は
な
く
「
差
異
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
仏
教
教
理
の
研
究
に
お
い
て
「
教
」
と

「
理
」
の
区
別
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
。
「
教
」
は
区
々
に
分
か
れ
、
法
門
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
現
そ
う
と
す
る
「
理
」

は
唯
一
無
二
で
あ
る
。
中
国
の
特
色
で
あ
る
教
判
は
そ
の
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
記
①
中
国
仏
教
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
必
ず
し
も
定
説
化
し
て
い
な
い
。
常
盤
大
定
は
、
準
備
・
研
究
・
建

設
・
実
行
・
継
承
の
五
期
に
分
け
、
東
晋
か
ら
南
北
朝
の
末
ま
で
を
「
研
究
時
期
」
と
な
し
て
い
る
。
鎌
川
茂
雌
は
中
国
仏
教
を
四
期
に
分
け
、
東

晋
か
ら
南
北
朝
の
仏
教
を
「
発
展
と
定
着
」
、
階
唐
の
仏
教
を
「
完
成
と
盛
大
」
と
な
し
て
い
る
。

②
「
大
般
若
経
」
巻
五
百
七
十
「
平
等
品
」
（
大
正
七
・
九
四
二
中
）
お
よ
び
『
華
厳
経
」
巻
三
七
「
十
地
品
」
（
大
正
一
○
・
一
九
三
下
）
参
照
。

「
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
文
お
よ
び
同
成
就
文
に
「
唯
除
五
逆
誹
誇
正
法
」
と
あ
る
の
を
善
導
は
五
逆
と
誇
法
の
重
罪
を
抑
止
す
る
文
と
解
釈
し

た
。
即
ち
、
「
無
量
寿
経
』
に
五
逆
と
誇
法
と
を
除
く
と
説
く
が
、
『
観
経
」
の
「
下
品
下
生
」
に
五
逆
の
者
も
往
生
で
き
る
と
説
く
と
こ
ろ
か
ら
二

罪
を
抑
止
す
る
方
便
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

③
「
華
厳
経
』
巻
二
十
七
「
十
地
品
二
十
二
之
五
」
（
大
正
九
・
五
七
二
上
）
、
「
大
智
度
論
」
巻
二
十
七
（
大
正
二
五
・
二
五
八
上
・
中
）
、
「
法
華

経
』
巻
六
「
法
師
功
徳
品
」
（
大
正
九
・
四
七
下
’
四
八
上
）
参
照
。

④
智
韻
の
著
作
に
「
十
界
」
の
名
目
は
散
見
す
る
。
例
え
ば
『
法
華
玄
義
』
巻
一
「
序
王
」
（
大
正
三
三
・
六
八
一
上
）
、
同
巻
二
上
（
大
正
三
三
・

六
九
二
下
）
、
『
法
華
文
句
』
巻
九
（
大
正
三
四
・
一
四
○
上
）
な
ど
参
照
。

⑤
智
韻
「
法
華
玄
義
」
巻
二
上
（
大
正
三
三
・
六
九
二
上
）
参
照
。
こ
れ
と
同
様
の
意
味
を
『
摩
訶
止
観
』
巻
五
に
「
法
界
と
は
、
三
義
あ
り
。
十

の
数
は
是
れ
能
依
な
り
、
法
界
は
是
れ
所
依
な
り
、
能
所
を
合
わ
せ
称
す
る
が
故
に
十
法
界
と
い
う
。
ま
た
此
の
十
法
は
各
各
の
因
、
各
各
の
果
、
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⑥
智
顎
「
法
華
玄
義
』
巻
一
上
（
大
正
三
三
・
六
八
三
上
）
参
照
。

⑦
智
顎
「
法
華
玄
義
」
巻
五
（
大
正
三
三
・
七
四
三
下
’
七
四
四
上
）
参
照
。

③
智
顎
「
摩
訶
止
観
」
巻
五
上
（
大
正
四
六
・
五
二
下
、
同
巻
一
上
（
大
正
三
三
・
一
下
）
参
照
。

⑨
「
観
無
量
寿
経
」
（
大
正
一
二
・
三
四
四
下
）
「
九
品
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
正
木
晴
彦
ヨ
観
経
疏
」
に
於
け
る
九
品
の
問
題
」
含
田
村
芳
朗

博
士
還
暦
記
念
論
集
仏
教
教
理
の
研
究
』
所
収
）
な
ど
参
照
。

⑩
慧
遠
「
観
無
量
寿
経
疏
』
巻
下
（
大
正
三
七
・
一
八
四
下
）
参
照
。

⑪
善
導
「
観
無
量
寿
仏
経
疏
」
巻
「
玄
義
分
」
（
大
正
三
七
・
二
四
九
上
中
）
参
照
。

⑫
中
国
・
日
本
の
三
一
権
実
の
論
争
、
仏
性
論
争
に
つ
い
て
は
常
盤
大
定
の
「
仏
性
の
研
究
』
、
富
貴
原
章
信
「
仏
性
思
想
史
』
な
ど
参
照
。

⑬
斎
伽
師
地
論
』
巻
三
五
（
大
正
三
○
・
四
七
八
下
）
お
よ
び
『
摂
大
乗
論
」
巻
三
（
大
正
・
一
七
三
中
）
を
参
照
。

⑭
智
顎
「
法
華
玄
義
』
巻
一
上
（
大
正
三
三
・
六
八
三
中
）
参
照
。

⑮
智
顎
「
摩
訶
止
観
」
巻
七
下
（
大
正
四
六
・
九
八
上
）
お
よ
び
『
法
華
文
句
」
巻
一
上
（
大
正
三
四
・
一
七
中
）
参
照
。

⑯
「
摩
訶
止
観
」
巻
十
上
（
大
正
四
六
・
一
三
に
上
）
参
照
。

⑰
善
導
『
観
無
量
寿
経
疏
』
巻
一
「
玄
義
分
」
（
大
正
三
七
・
二
五
○
上
）
参
照
。

相
い
混
濫
せ
ず
、
故
睦

下
）
と
述
べ
て
い
る
。 故
に
十
法
界
と
い
う
。
ま
た
此
の
十
法
は
二
の
当
体
は
皆
、
是
れ
法
界
な
り
、
故
に
十
法
界
と
い
う
」
（
大
正
三
三
・
六
九
三
肥


